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【
板
橋
・
書
記
・
森
千
恵
子

通
信
員
】
板
橋
支
部
の
青
年
部

は
、
こ
れ
ま
で
役
員
を
し
て
い

た
仲
間
が
み
ん
な
卒
業
と
い
う

こ
と
で
、
新
年

度
は
部
長
・
書

記
長
が
一
新
し

ま
し
た
。

部
長
の
丸
谷

君
の
お
父
さ
ん
は
分
会
で
書
記

長
、
お
母
さ
ん
は
女
性
の
会
で

活
躍
し
て
、
12
月
の
青
年
部
焼

肉
交
流
会
に
お
父
さ
ん
に
誘
わ

れ
て
参
加
し
た
の
が
き
っ
か

け
。
書
記
長
の
菊
池
君
は
、
丸

谷
君
の
友
達
で
、
丸
谷
君
に
誘

わ
れ
て
組
合
に
加
入
し
、
そ
の

ま
ま
青
年
部
に
加
入
、
丸
谷
君

が
や
る
な
ら
と
書
記
長
を
引
き

受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
二
人
と

も
20
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
ビ
で
す
。

み
ん
な
で
決
め
た
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
楽
し
み
な
が
ら
シ
ン
青

年
部
を
作
ろ
う
！
」
。
メ
ー
デ

ー
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

に
始
ま
り
、
6
月
30
日
に
青
年

部
焼
肉
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。当
日
の
参
加
は
合
計
9
人
。

事
業
所
分
会
か
ら
5
人
の
新
た

な
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
部
会

の
後
、
部
長
の

乾
杯
の
挨
拶
か

ら
交
流
会
が
始

ま
り
、
焼
肉
を

食
べ
な
が
ら
交

流
を
行
な
い
、
今
後
「
ど
う
い

う
イ
ベ
ン
ト
な
ら
青
年
部
が
集

ま
り
や
す
い
の
か
、
参
加
し
た

い
と
思
え
る
の
か
」
を
話
し
合

い
次
回
の
イ
ベ
ン
ト
計
画
に
向

け
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

現
在
、
部
会
の
参
加
者
が
部

長
・
書
記
長
と
寂
し
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
顔
を
あ
わ
せ

て
交
流
す
る
こ
と
で
「
青
年
部

の
活
動
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
よ

う
」
と
書
記
長
の
締
め
の
挨
拶

で
交
流
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
人
が
集
ま

れ
ば
楽
し
く
な
る
！
こ
れ
か
ら

多
く
の
仲
間
を
巻
き
込
み
、
青

年
部
の
拡
大
を
し
て
大
人
数
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い

た
い
」
と
の
声
も
よ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
ど
け
ん
共
済
会
発
】
所
得
サ

ポ
ー
ト
保
険
と
は
、
組
合
員
が
病

気
や
ケ
ガ
に
よ
り
、
働
け
な
く
な

っ
た
場
合
の
所
得
減
少
に
備
え
る

保
険
で
す
。
一
般
的
に
死
亡
時
の

一
時
金
や
、
病
気
、
ケ
ガ
の
治
療

に
必
要
な
医
療
費
を
補
填
す
る
も

の
と
し
て
生
命
保
険
や
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
で
は
、
「
働
け
な
く

な
る
リ
ス
ク
」
を
カ
バ
ー
す
る
も

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
今
は
長

生
き
の
時
代
、
働
け
な
く
な
っ
た

際
の
収
入
を
補
償
す
る
保
険
に
注

目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

組
合
に
は
共
済
の
傷
病
見
舞
金

制
度
、
ま
た
土
建
国
保
加
入
者
に

は
疾
病
入
院
給
付
金
制
度
、
協
会

け
ん
ぽ
加
入
者
に
は
傷
病
手
当
金

制
度
が
あ
り
、
一
定
の
期
間
は
制

限
付
き
の
補
償
は
さ
れ
ま
す
が
、

療
養
前
の
所
得
が
補
償
さ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
退

院
後
、
自
宅
療
養
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
土
建
国
保
か
ら
の
給
付
金

も
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

一
方
で
、
家
や
自
動
車
の
ロ
ー

ン
、
お
子
様
の
教
育
費
な
ど
毎
月

か
か
る
生
活
費
の
負
担
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
万
が
一
の
時

に
本
人
・
家
族
を
守
る
の
が
、
所

得
サ
ポ
ー
ト
保
険
で
す
。
所
得
サ

ポ
ー
ト
保
険
は
、
東
京
土
建
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
保
険
で
、
2
0
1
9
年

よ
り
制
度
を
開
始
、
2
0
2
2
年

に
は
、
「
免
責
期
間
30
日
」
の
プ

ラ
ン
も
追
加
、
団
体
割
引
も
30
％

と
な
り
、
よ
り
使
い
や
す
く
、
ま

す
ま
す
掛
け
金
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

に
な
り
ま
し
た
。

日
常
生
活
で
の
病
気
や
ケ
ガ
に

加
え
、
就
業
中
の
労
災
が
原
因
で

仕
事
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て

か
ら
、
そ
の
当
時
の
所
得
水
準
が

回
復
す
る
ま
で
の
減
少
分
が
、
最

長
70
歳
に
到
達
す
る
ま
で
補
償
さ

れ
ま
す
。
精
神
疾
患
は
、
最
長
2

年
間
ま
で
補
償
可
能
で
す
。

手
厚
い
補
償
で

生
活
を
支
援

一
カ
月
の
補
償
額
は
1
口
5
万

円
か
ら
最
高
5
口
25
万
円
ま
で
加

入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
と

同
居
の
親
族
も
加
入
対
象
で
、
満

15
歳
〜
64
歳
ま
で
の
有
職
者
が
加

入
で
き
ま
す
。

免
責
期
間
は
、「
30
日
」と「
1

8
0
日
」
の
2
つ
の
プ
ラ
ン
か
ら

選
択
で
き
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料

は
、
年
齢
範
囲
・
性
別
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
し
、
介
護
医
療
保
険

控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
取
保
険

金
は
原
則
非
課
税
で
す
。
支
払
方

法
は
月
払
い
で
、
毎
月
指
定
口
座

か
ら
の
引
き
落
と
し
、
毎
年
自
動

更
新
で
す
の
で
安
心
で
す
。

申
込
時
に
「
健
康
状
態
に
関
す

る
告
知
」
が
必
要
で
す
。
告
知
内

容
に
よ
っ
て
は
、
保
険
契
約
の
ご

加
入
を
お
断
り
す
る
場
合
や
、
条

件
付
き
で
ご
加
入
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い

ま
す
。

組
合
で
は
、
事
業
所
と
一
人
親

方
向
け
の
2
種
類
の
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
普
及
促
進
に
努
め
て
い
ま

す
。
チ
ラ
シ
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（
左
参
照
）
を
読
み
込
む
と
、
制

度
概
要
動
画
を
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
組
合
員
へ
の
制
度
周
知
と
し

て
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、加
入
者
の
特
典
と
し
て
、

健
康
・
医
療
、
介
護
関
連
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
等
々
各
種
無
料
相
談

サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。万

が
一
の
時
に
備
え
て
、
手
厚

い
補
償
で
あ
な
た
と
家
族
を
守

り
、
そ
し
て
、
大
切
な
従
業
員
の

生
活
と
会
社
の
価
値
を
高
め
る

「
所
得
サ
ポ
ー

ト
保
険
」
を
、

ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

【
厚
生
文
化
部
発
】
東
京
土
建

第
42
回
将
棋
大
会
が
、
8
月
20
日

け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
4
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
将

棋
連
盟
か
ら
島
朗
九
段
・
鈴
木
環

那
女
流
三
段
、
三
枝
勇
人
さ
ん
の

3
人
を
迎
え
、
18
支
部
36
人
が
参

加
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔
が

広
が
り
、
対
局
で
は
一
変
、
真
剣

な
面
持
ち
で
白
熱
し
た
取
り
組
み

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
島
・
鈴
木
先
生
の
指
導

対
局
で
は
、
32
人
が
果
敢
に
挑
戦

し
、
プ
ロ
棋
士
と
の
対
局
に
手
ほ

ど
き
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
対
局

後
に
は
島
先
生
よ
り
将
棋
界
の
近

況
報
告
や
藤
井
聡
太
七
冠
対
羽
生

善
治
九
段
の
対
局
の
様
子
な
ど
の

お
話
が
あ
り
、
参
加
者
も
興
味
深

く
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
当
選

者
に
は
色
紙
や
扇
子
な
ど
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
、
個
人
戦
Ａ
級
で

は
品
川
支
部
の
藤
原
延
行
さ
ん
が

5
年
ぶ
り
の
優
勝
、
見
事
前
回
の

屈
辱
を
晴
ら
し
ま
し
た
。
「
首
を

長
く
し
て
心
待
ち
に
し
て
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
で
将
棋
大
会
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん

と
会
え
て
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
今
回
は
何
と
し
て
も
優
勝

し
た
い
と
気
合
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
結
果
が
出
て
と
て
も
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
し

た
。
団
体
戦
は
、
西
多
摩
友
の
会

が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

最
後
に
島
・
鈴
木
両
先
生
よ
り

講
評
を
い
た
だ
き
、
寺
山
厚
生
文

化
部
担
当
中
執
よ
り
、
「
支
部
に

帰
っ
た
ら
、
大
会
の
良
さ
を
ぜ
ひ

広
め
て
ほ
し
い
」
と
の
訴
え
が
あ

り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

【
個
人
戦
】
（
敬
称
略
）

Ａ
級
優
勝

藤
原

延
行（
品
川
）

準
優
勝

飯
野

誠
一（
西
多
摩
）

敢
闘
賞

時
田

実
（
新
宿
）

Ｂ
級
優
勝

小
寺

昭
雄
（
清
瀬

久
留
米
）

準
優
勝

荒
川

昭
男
（
練
馬
）

敢
闘
賞

倉
田

文
男
（
杉
並
）

Ｃ
級
優
勝

永
田

健
（
新
宿
）

準
優
勝

松
永

毅
（
西
多
摩
）

敢
闘
賞

満
利

勇
（
西
多
摩
）

Ｄ
級
優
勝

髙
橋

宏
（
品
川
）

準
優
勝

小
川

雅
義
（
足
立
）

敢
闘
賞

内
之
倉

博
（
大
田
）

【
団
体
戦
】

優
勝

西
多
摩
友
の
会（
西
多
摩
）

準
優
勝

チ
ー
ム
品
川
王
将
会

（
品
川
）

敢
闘
賞

チ
ー
ム
狛
江
（
狛
江
）

支部に配布済みのチラシ

所
得
サ
ポ
ー
ト
保
険
で

消費税をたたく、人力です。
（メーデーデコレーション）

働
け
な
く
な
る
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー

板
橋
支
部
青
年
部

部
長
・
書
記
長
が
一
新

「
人
集
ま
れ
ば
楽
し
く
な
る
」

交流会ではおいしい焼き肉に舌鼓

Ａ級で優勝した藤原さん（右）

将棋大会

４
年
ぶ
り
の
開
催

藤
原
さ
ん
返
り
咲
き
で
Ｖ
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